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３／４

環境配慮対象と配慮対策

配慮対象
希少植物

(ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ､ﾐｽﾞﾀｶﾓｼﾞ､ｱｾﾞｽｹﾞ)

希少な魚類と地区の代表種

（ﾄﾞｼﾞｮｳ､ﾆﾎﾝｳﾅｷﾞ､ﾇﾏﾑﾂ､ﾌﾅ類､ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ）

配慮目標 希少な植物及び生育環境の保全 希少な魚類及び魚類の生息環境の保全

環境５原則で

の検討

①回避

②最小化

③修正

④軽減／消失

⑤代償

④軽減／消失

・ミズタカモジ、アゼスゲの生育地への影響

を軽減する。

⑤代償

・フジバカマの生育環境に適した場所に移植

及び播種する。

③修正

・地区内水路網の連続性を確保する。また、移

動の容易さを図る。

④軽減／消失

・工事の際、生息地への影響を軽減する。

配慮対策

④軽減／消失

・事前に、ミズタカモジ、アゼスゲの種子を

採取し、個体と生育地の土壌と共に工事の影

響のないところに移動しておき、工事後植戻

し及び播種を行う。

⑤代償

・フジバカマの個体と種子を採取し、生育環

境の類似した場所に移植及び播種を行う。

③修正

・新設および付替え水路と現況水路との接合部

において、魚類の移動を妨げないよう緩傾斜と

する。

・函渠部において段差を設け、夏場の水温上昇

の抑制や、非灌漑期の水域を確保する。

④軽減／消失

・工事の際、濁水の流下、重機からの油流失、

飛散に注意する。
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別 紙

地域環境有識者の意見

【植 物】

本地区は阿南市の海岸近くの平地の水田や畑である。傾斜がゆるいために水が流れにくく、

湿地のような環境となっており、土水路も残っており比較的良好な環境である。

ヒメミズワラビ、コイヌガラシ、ミズマツバ、ウスゲチョウジタデ、フジバカマ、ミズタカ

モジ、フサスゲ、アゼスゲなどの多くの準絶滅危惧種や絶滅危惧種が生育している。しかし、そ

の多くは表土を工事中よけておき、工事後元に戻すような工法であれば工事後も生育する可能性

がある。ただ、ミズタカモジについては他種にくらべて脆弱であるために、種子を確保し、適地

に播種する、個体を確保しておき植え戻しを行うなどの配慮が必要である。

また、土水路など多様な生物が成育できる環境は残すことをご検討いただきたい。

【魚介類】

本地区の事業計画は、集落が点在する低平地水田地帯において、農地の区画整備とともに道

路、用排水路の整備（更新）を行うこととしている。

事業による水生動物に与える影響としては、水路と水田との落差拡大が考えられ、連続性が

絶たれる可能性があること。また、地区内排水の放流先となる河川と更新される支線排水路との

接続部の段差による移動経路の分断が考えられる。

以下に、本事業における施設整備での構造的な配慮案を上げる。

・地区内排水の放流先となる河川に接続される全ての支線排水路について、その接合部分が

魚介類の移動を妨げない構造（例えば緩傾斜接続）とする。

・エビカニ貝類の生息場所として、底質環境の保全が図られるよう水路底部を無ライニング

とする。

・水路と水田を産卵場所や生息場所とするメダカやドジョウなどの移動経路として、水田魚

道の設置が望まれる。
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３．経営体育成基盤整備事業

沼田地区












